
稲作だより

５月上旬までは気温が高く、雨が多い予報

■ ４月27日発表の１ヶ月予報では、気温は５月上旬までは高く、中旬は平年並み。雨は平年並みか多く、日射

量は少ない確率がやや高い予報となっています。高温条件下で苗が徒長したり、苗焼けを起こさないよう温

度管理に注意してください。
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温度管理 ハウスやトンネル内の温度は、こまめに確認を

■ ハウスやトンネル内の温度は、日中２０～２５℃、夜間１０～１５℃を目安に換気や保温に努めましょう。

特に晴天時は、気温が上がりやすいので徒長しないよう換気しましょう。また朝低温が予想される場合は、

保温資材を利用して保温に努めてください。

■ 田植１週間前からは、霜の心配がない限り育苗ハウスやトンネルを開放して苗を外気に慣らすようにしま

しょう。

水管理 かん水は、朝１回が基本

■ かん水は、十分な水量を朝１回が基本です。

夕方のかん水は、床土の温度を下げ、過湿 ・ カビの原因になるので避け

ましょう。

■ プール育苗は、１．５葉期に床土の高さまで入水し、ハウスを開放。２葉期以降は箱上１ｃｍが目安です。

追 肥
苗の葉齢を確認し、適期に追肥を追 肥

■ 稚苗は育苗期間が短いので基肥だけで充分ですが、中苗は追肥したほうが良苗ができます。

方法は、第２葉展開時と第３葉展開時にそれぞれ１箱当り硫安５gを500㏄の水に溶かしてジョウロで散布

してください。

■ 床土に緩効性肥料(育苗一発肥料など)を使用した場合は追肥は必要ありません。

■中央支所 TEL：0553-22-5056 ■北部支所 TEL：0551-23-1111
■南アルプス支所 TEL：055-282-0443 ■富士支所 TEL：0554-45-6611
■本所 TEL：055-228-4711

山梨 山梨県農業共済組合 https://www.nosai-yamanashi.or.jp

本田準備【土づくり・耕起・基肥】
■ 土づくり肥料(ケイカル・ヨウリン等)を施用して、気象変動や病害虫に強い稲を作りましょう。

■ トラクターの馬力に応じたスピードで耕起し、耕起深１５㎝を確保して根張りの良い稲を作りましょう。

■ 基肥は耕起後に施用して、肥料成分が作土層の上部に分布するようにしましょう。

■ 基肥(速効性肥料)は、流亡しやすいので代かき直前に施用しましょう。また、基肥一発肥料(緩効性肥料)は、

田植10日前以内に施用しましょう。


